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平成 17年度総会および春季講演会のお知らせ

平成 17年度通常総会（第 126回）ならびに春季講演会を下記により開催いたします。
会　場　東京地学協会講堂
開催日　平成 17年 5月 28日（土）
　総　会　13：00～
　　　　　議題：第 1号議案　平成 16年度事業報告並びに収支決算承認の件
　　　　　　　　第 2号議案　平成 17年度事業計画並びに収支予算承認の件
　　　　　　　　第 3号議案　役員・評議員選任の件
　講演会　14：30～ 16：00

　堀　信行（東京都立大学大学院理学研究科教授）
　　　「アフリカ，サバンナの農牧地域に分布する Acasia albidaをめぐる景観分析」

　・平成 17年度第 1回評議員会（現役員出席）は 11：00～ 11：45

　・平成 17年度第 2回評議員会（新役員出席）は 14：00～ 14：20

　　いずれも会議室で開催されます。

地学クラブのお知らせ

　講演終了後，1時間ほど講演者を囲み懇談の時を設けております。お気軽にご参加ください。

・4月 20日（水）14:00～ 15:30

　「持続可能な文明への転換と再生可能エネルギーの利用拡大」
新妻弘明（東北大学大学院環境科学研究科長）

　京都議定書の発効を待つまでもなく，現代文明は持続可能な文明への転換をせまられている。そこで
は再生可能エネルギーの利用拡大が重要な課題であるが，現在必ずしもそれが順調に進行しているとは
言いがたい。演者は再生可能エネルギー利用拡大の戦略として，需要地においてそこに賦存する再生可
能エネルギーを技術的，経済的に許す限り最大限利用する社会システム・エネルギーシステムである
EIMY（Energy In My Yard）の概念を提唱するとともに関連する一連の研究を行っている。本講演では，
再生可能エネルギーの特性とその利用拡大を阻む様々な問題点について述べ，次に，我が国現代社会に
おいて EIMYを実現することの意義とそのための課題について実例をあげながら説明する。さらに，石
油，プロパンガスの導入により失われた我が国の古来の EIMYについて考察し，現代の化石燃料に依存
した文明の問題点を指摘する。
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